
玄
海
原
発
、
川
内
原
発
の

再
稼
働
阻
止
を
訴
え
一
万
人

以
上
の
人
々
が
結
集
。「
命
と

原
発
は
一
緒
に
栄
え
る
こ
と

は
出
来
な
い
」
と
叫
ん
で
、

雨
の
中
舞
鶴
公
園
集
会
と
市

内
デ
モ
を
行
い
ま
し
た
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

《天恵の海》
２０１４（平成２６）年

  １月 ２日

第１３５号  
編集事務局 S.Oshida

   ＴＥＬ・ＦＡＸ 019-623-1636                                                    

三陸の海を放射能から守る                    

岩手の会                               

郵便振替  02240-5-102650  

ホームページ《再処理／岩手の環境》
http://homepage3.nifty.com/gatayann/env.htm                          

《まった再処理分庫》                   
http://briefcase.yahoo.co.jp/k_imag                                              

東
京
で
は
十
月
十
三
日
約
四
万
人
、

十
二
月
二
二
日
約
一
万
五
千
人
が
原

発
ゼ
ロ
を
要
求
し
、
市
民
集
会
と
デ
モ

を
行
い
ま
し
た
。
原
発
の
危
険
な
実
態

が
隠
さ
れ
る
『
秘
密
保
護
法
案
』
反
対

デ
モ
に
も
多
く
の
人
々
が
参
加
し
ま

し
た
。
岩
手
の
「
金
曜
デ
モ
」
か
ら
も

参
加
し
「
原
発
な
く
せ
！
ひ
ば
く
は
嫌

だ
！
」
と
大
声
で
叫
び
ま
し
た
。

十
二
・
二
二

国
会
前

NO NUKES えひめ！
１２・１ 松山集会（約８０００人）

写真は 小坂正則さんのブログから

最
初
の
再
稼
働
原
発
と
し
て

伊
方
原
発
が
狙
わ
れ
て
い
ま

す
。
稼
働
を
許
さ
な
い
た
め
に
、

愛
媛
県
松
山
市
に
四
国
や
中
国

地
方
な
ど
か
ら
約
八
〇
〇
〇
人

が
結
集
し
集
会
と
デ
モ
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
中
央
構
造
線
の
近

く
、
偏
西
風
帯
の
西
側
、
も
し

伊
方
原
発
で
事
故
が
起
こ
れ

ば
、
瀬
戸
内
海
は
じ
め
中
国
、

四
国
、
近
畿
地
方
な
ど
、
西
日

本
は
壊
滅
的
被
害
を
受
け
ま

す
。
伊
方
原
発
再
稼
働
阻
止
は

日
本
人
全
体
の
課
題
で
す
。

サ
ヨ
ナ
ラ
原
発

九
州
・
沖
縄

福
岡
集
会

十
一
・
一
〇

一
万
人
以
上

十
二
・
二
二
日
比
谷
野
外
音
楽
堂

写真は 小坂正則さんのブログから

「
一
六
四
日
目
」
で
二
〇
一
四
年
の
新
年
へ

一
昨
年
の
五
月
の
こ
ど
も
の
日
に
、
日
本

の
原
発
は
全
て
停
止
し
『
原
発
稼
動
ゼ
ロ
』

が
始
ま
り
ま
し
た
。
大
飯
原
発
の
稼
動
が
あ

り
ま
し
た
が
、
昨
年
九
月
一
五
日
か
ら
ま
た

『
稼
動
ゼ
ロ
』
が
復
活
し
ま
し
た
。
全
国
で

粘
り
強
く
開
催
さ
れ
て
い
る
市
民
の
デ
モ

が
大
き
な
力
を
発
揮
し
て
い
ま
す
。

原
発
が
動
か
な
け
れ
ば
、
新
た
な
放
射
能

が
発
生
し
ま
せ
ん
。
既
に
日
本
の
国
土
に
約

一
万
七
〇
〇
〇
ト
ン
も
溜
ま
っ
た
使
用
済

み
核
燃
料
を
増
や
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
増

や
さ
ね
ば
放
射
能
が
減
り
始
め
、
崩
壊
熱
も

下
が
り
始
め
ま
す
。
原
発
ゼ
ロ
こ
そ
、
安
全

へ
の
第
一
歩
で
す
。



十
二
月
三
日
の
朝
日
新
聞

は
『
高
レ
ベ
ル
廃
液
、
爆
発

の
恐
れ

東
海
村

四
三
〇

立
方
㍍
処
理
さ
れ
ず
』
と
い

う
見
出
し
で
、
原
子
力
規
制

庁
報
告
書
に
つ
い
て
報
じ
ま

し
た
。

報
告
書
（
Ｊ
Ａ
Ｅ
Ａ
『
再
処

理
に
お
け
る
潜
在
的
ハ
ザ
ー
ド

に
関
す
る
実
態
把
握
調
査
報
告

書
（
案
）』）
で
は
、
東
海
再
処

理
工
場
敷
地
内
に
高
レ
ベ
ル

放
射
性
廃
液
と
プ
ル
ト
ニ
ウ

ム
溶
液
三
・
一
立
方
メ
ー
ト

ル
が
溜
ま
っ
て
い
る
。
高
レ

ベ
ル
廃
液
は
ガ
ラ
ス
固
化
、

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
液
は
Ｍ
Ｏ
Ｘ

粉
末
に
す
る
予
定
の
も
の
で

あ
る
が
処
理
装
置
が
止
ま
っ

た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
液
は

冷
却
が
止
ま
る
と
五
五
時
間

で
沸
騰
、
ま
た
掃
気
が
止
ま

る
と
三
八
時
間
で
水
素
爆
発

の
濃
度
に
達
す
る
。
プ
ル
ト

ニ
ウ
ム
溶
液
は
二
三
時
間
で

沸
騰
、
十
一
時
間
で
水
素
爆

発
す
る
、
と
し
て
い
ま
す
。

◇
報
告
書
で

は
高
レ
ベ
ル

廃
液
の
放
射
能
濃
度
に
つ

い
て
も
記
述
し
て
い
ま
す
。

八
月
五
日
現
在
、
高
レ
ベ

ル
放
射
性
廃
液
が
七
基
の
貯

槽
に
四
三
〇
立
方
㍍
貯
蔵
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
放
射
能
濃

度
総
量
は
四
二
〇
京
ベ
ク
レ

ル
。
そ
の
内
五
基
の
廃
液
四

〇
六
立
方
㍍
の
放
射
能
総
量

再
処
理
工
場
で

放
射
能
は
減
ら
な
い

国
会
前
ス
ピ
ー
チ
で
私
た

ち
は
、
六
ヶ
所
再
処
理
工
場

に
二
〇
二
立
方
メ
ー
ト
ル
も

の
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
液
が

溜
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
訴
え

ま
し
た
。

再
処
理
工
場
は
、
使
用
済

み
核
燃
料
を
化
学
的
に
処
理

し
て
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
と
ウ
ラ

ン
を
回
収
す
る
工
場
で
、
あ

と
に
残
る
危
険
な
廃
液
が
高

レ
ベ
ル
放
射
性
廃
液
で
す
。

人
が
そ
ば
に
寄
れ
ば
「
約
二

〇
秒
で
即
死
」
、
「
冷
却
を
失

え
ば
沸
騰
」
し
、「
水
素
が
発

生
し
爆
発
の
危
険
」
が
あ
る

な
ど
恐
ろ
し
い
危
険
物
で
す
。

Ｊ
Ａ
Ｅ
Ａ
、
高
レ
ベ
ル
廃
液

の
危
険
性
認
め
る

そ
の
恐
ろ
し
い
廃
液
が
何

と
首
都
圏
の
茨
城
県
東
海
再

処
理
工
場
に
も
「
約
四
三
〇

は
四
一
〇
京
ベ
ク
レ
ル
で
、

セ
シ
ウ
ム
１
３
７
が
二
八
・

六
％
、
バ
リ
ウ
ム
１
３
７
ｍ

が
二
八
・
六
％
、
ス
ト
ロ
ン

チ
ウ
ム
９
０
が
二
〇
・
二
％
、

イ
ッ
ト
リ
ウ
ム
９
０

が
二

〇
・
二
％
、（
五
～
六
頁
表
・

文
）
と
い
う
こ
と
で
す
。
驚

く
べ
き
数
値
の
高
さ
で
す
。

◇
原
子
力
規
制
委
員
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
資
料

h
t
t
p:
/
/w
w
w.
n
sr
.
go
.
jp
/
c

o
m
m
it
t
ee
/
yu
u
sh
i
ki
s
ya
/
j

a
e
a
_h
e
ar
i
ng

立
方
㍍
」
溜
ま
っ
て
い
る
の

で
す
。 

 

当
会
と
茨
城
の
市
民
グ
ル

ー
プ
が
、
二
〇
一
一
年
暮
れ

と
二
〇
一
二
年
六
月
に
日
本

原
子
力
研
究
開
発
機
構
（
Ｊ

Ａ
Ｅ
Ａ
：
東
海
再
処
理
工
場

の
事
業
主
体
）
に
公
開
質
問

状
を
持
参
し
交
渉
を
行
い

「
絶
対
の
安
全
管
理
」
を
訴

え
、
さ
ら
に
東
海
村
村
長
に

も
対
策
を
要
請
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
Ｅ
Ａ
は
昨
年
七
月
の

原
子
力
規
制
庁
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
で
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
液

と
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
溶
液
の
危

険
性
を
認
め
、
意
見
書
を
提

出
し
ま
し
た
。「
可
能
な
限
り

早
急
に
こ
れ
ら
の
溶
液
を
固

化
し
、
安
定
化
を
図
る
こ
と

で
、
施
設
の
潜
在
的
ハ
ザ
ー

ド
を
低
減
し
施
設
の
安
全
を

高
め
」
た
い(

報
告
書
の
二
一

頁)

と
し
て
お
り
、
国
と
Ｊ
Ａ

Ｅ
Ａ
へ
早
急
な
実
施
を
求
め

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

東
京
杉
並
区
の
善
福
寺
川

緑
地
公
園
は
私
の
孫
の
遊
び

場
で
あ
る
。
幼
稚
園
児
の
孫

は
砂
場
で
ト
ン
ネ
ル
を
掘
っ

た
り
、
砂
山
を
作
っ
た
り
、

水
飲
み
場
か
ら
水
を
汲
ん
で

き
て
川
を
作
っ
た
り
。
夢
中

に
な
っ
て
ど
ろ
ん
こ
だ
ら
け

で
遊
ん
で
い
る
。
◆
と
こ
ろ

で
こ
の
砂
場
は
福
島
原
発
事

故
で
は
大
丈
夫
だ
っ
た
の
か
。

上
京
つ
い
で
に
砂
場
の
砂
を

持
ち
帰
っ
て
、
盛
岡
の
金
曜

デ
モ
で
知
っ
た
測
定
所
に
測

定
を
依
頼
し
た
。
去
年
の
九

月
末
で
あ
る
。
表
面
か
ら
一

五
セ
ン
チ
く
ら
い
の
砂
の
測

定
値
は
セ
シ
ウ
ム
１
３
７
が

二
七
・
七
ベ
ク
レ
ル
／
ｋ
ｇ
、

同
１
３
４
は
十
一
ベ
ク
レ
ル

／
ｋ
ｇ
と
出
た
。
合
わ
せ
て

三
九
ベ
ク
レ
ル
。
食
べ
物
だ

っ
た
ら
危
険
な
水
準
で
あ
る
。

◆
砂
場
が
別
に
空
間
線
量
が

高
く
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
だ
っ

た
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、

砂
場
の
砂
に
は
放
射
性
セ
シ

ウ
ム
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
砂
場
の
砂
は
入
れ
替
え

る
か
、
水
で
洗
う
か
す
る
必

要
が
あ
る
。
環
境
大
臣
の
地

元
。
子
供
の
遊
び
場
に
つ
い

て
無
神
経
で
は
困
る
。
（
尚
）

十
二
月
二
二
日
の
東
京
・
国
会
前

市
民
集
会
で
、
「
岩
手
の
会
」
か
ら
も

ス
ピ
ー
チ
を
し
て
き
ま
し
た
。
三
分
間

の
持
ち
時
間
で
し
た
が
、

「
六
ヶ
所
再
処
理
工
場
が
三
陸

の
海
を
放
射
能
で
汚
す
こ
と
に

反
対
し
漁
業
者
や
住
民
が
立
ち

上
が
っ
て
い
る
。
全
国
の
原
発
が

稼
動
す
れ
ば
当
然
発
生
す
る
使

用
済
み
核
燃
料
と
い
う
危
険
物

が
六
ヶ
所
工
場
に
集
中
し
、
青

森
・
岩
手
は
核
の
ゴ
ミ
の
捨
て
場

と
な
り
放
射
能
汚
染
が
ま
す
ま

す
増
大
す
る
。
私
た
ち
は
絶
対

に
、
原
発
の
稼
動
に
反
対
で
あ

る
」
と
訴
え
ま
し
た
。

『新エネルギー基本計画素案』

パブリックコメントへ意見を出そう！
巨額損害、悲惨な結果にも関わらず、《原子力は

重要なベース電源》《原発再稼働》《使用済み核燃

料の処分・核燃サイクル推進》という『新エネル

ギー基本計画素案』へ、 意見を集中させよう。

期間 １３年１２月 ～１４年１月６日まで

宛先 資源エネルギー庁 パブコメ担当課

http://p.tl/-Bh8 FAX 03-3501-2305


